
寒さ対策

ハッチを保温するために蓋をする（上）
壁を気泡緩衝材で覆う（右） ダクト換気を取り入れ、牛舎内の空気を循環させる板にコタツを取り付けた手製のヒーター

カーフジャケットの着衣 保温効果に優れているカウヒーター牛床を常に暖かく保つ
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ス
ト
レ
ス
な
く
育
て
る
た
め
に 

対
策
は
万
全
に

こ
の
哺
育
セ
ン
タ
ー
は
平
成
17
年
11

月
に
地
域
の
繁
殖
農
家
８
軒
が
共
同
で
設

立
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
各
農
家
で
子
牛
の
哺
育
・

育
成
を
行
っ
て
い
た
が
、
農
家
ご
と
に
管

理
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
子
牛
の
疾
病
対

策
や
繁
殖
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
同
セ
ン
タ

ー
を
設
立
。
以
後
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
哺
育
牛
の
優
れ
た
飼
養
管

理
技
術
を
築
き
上
げ
て
き
た
。

■ 

導
入
時
は
特
に
注
意

農
家
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
導
入
す
る
牛

は
生
後
１
週
間
か
ら
10
日
。
導
入
時
は
体

重
測
定
と
消
毒
を
実
施
す
る
。
設
立
当
初

は
、
導
入
直
後
か
ら
哺
乳
機
で
管
理
し
て

い
た
が
、
下
痢
を
起
こ
す
な
ど
発
育
が
よ

く
な
い
牛
が
見
ら
れ
た
た
め
、
急
遽
ハ
ッ

チ
を
つ
く
り
、
１
週
間
は
ハ
ッ
チ
で
飼
う

こ
と
に
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、移
動
や
集
団

哺
育
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
で
き
た
。

■ 

寒
さ
対
策
を
し
っ
か
り
と

こ
の
地
域
の
冬
は
氷
点
下
に
な
る
こ

と
も
多
く
、
寒
さ
に
弱
い
牛
は
カ
ー
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
着
せ
る
、
敷
料
を
1
週
間
に

一
度
交
換
し
て
厚
く
敷
く
、
ヒ
ー
タ
ー
を

つ
け
る
な
ど
の
対
策
が
重
要
に
な
る
。
ハ

ッ
チ
内
を
保
温
す
る
た
め
上
部
を
板
で
覆

う
、
壁
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
気
泡
緩
衝
材
で

熱
を
閉
じ
こ
め
る
。
さ
ら
に
、
寒
さ
に
弱

い
牛
は
手
製
の
コ
タ
ツ
ヒ
ー
タ
ー
で
暖
め

る
。
一
方
、
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
が
充
満
し

な
い
よ
う
＊
ダ
ク
ト
換
気
に
よ
り
常
に
送

風
を
し
て
い
る
。

■ 

代
用
乳
は
徐
々
に
増
や
し
て
減
ら
す

代
用
乳
の
給
与
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
、

個
体
ご
と
に
量
を
調
整
し
て
徐
々
に
増
加

さ
せ
る
。離
乳
ス
ト
レ
ス
を
な
く
す
た
め
、

徐
々
に
給
与
量
を
減
ら
し
、
離
乳
後
も
自

動
哺
乳
機
か
ら
お
湯
を
給
与
す
る
。

■ 

や
さ
し
く
、
牛
の
気
持
ち
に
な
っ
て

毎
朝
、
子
牛
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら
牛

舎
に
入
り
、
安
心
感
を
与
え
る
。
毎
日
、

自
動
哺
乳
機
に
示
さ
れ
る
飲
ん
だ
量
と
飲

む
ス
ピ
ー
ド
を
確
認
し
、
少
し
で
も
異
変

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
体
温
測
定
を
す
る
。

哺
育
か
ら
育
成
ま
で
を 

セ
ン
タ
ー
で
一
貫
し
て
行
う

同
セ
ン
タ
ー
で
育
っ
た
子
牛
は
６
０
０

頭
を
超
え
た
。
子
牛
の
出
荷
時
の
体
重
は

日
齢
以
上（
１
２
０
日
齢
な
ら
ば
１
２
０

㎏
以
上
）を
目
標
と
し
、
モ
ー
レ
ッ
ト（
人

工
乳
）
も
３
㎏
以
上
摂
取
し
て
い
る
。
最

近
は
人
工
乳
が
改
良
さ
れ
、
さ
ら
に
食
い

つ
き
も
よ
く
な
っ
た
。
こ
の
１
年
間
の
斃

死
頭
数
は
わ
ず
か
４
頭
、
斃
死
率
は
２
・

２
％
。
良
好
な
成
績
を
維
持
で
き
る
の
も

日
頃
の
管
理
に
よ
る
も
の
だ
。
今
後
は
、

グ
ル
ー
プ
で
ば
ら
つ
き
の
少
な
い
素
牛
を

出
荷
す
る
こ
と
が
目
標
。
そ
の
た
め
に
は
、

哺
育
ま
で
で
は
な
く
、素
牛
の
育
成
ま
で
こ

の
セ
ン
タ
ー
で
行
い
た
い
と
い
う
。

和
牛
繁
殖
農
家
に
お
い
て
、
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
子
牛
を
健
康
に
育
て

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今
回
は
、地
域
の
繁
殖
農
家
グ
ル
ー
プ
が
哺
育
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
、
子
牛
の
集
中
管
理
に
よ
る
省
力
化
へ
取
り
組
み
、
健
康
な
牛
を
育
て

て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。 繁

殖
農
家
グ
ル
ー
プ
が

哺
育
セ
ン
タ
ー
を
設
立

集
中
管
理
で
子
牛
を
育
て
る

DATA事業規模
所 在 地：東北地方
飼養頭数：黒毛和種哺育牛40頭
従業員数：1 人（女性）

＊ 裏表紙に用語解説

肉 牛

表：哺育センターの成績　平成20年4月〜平成21年3月

1
哺育センターの主な飼養管理体系

導入後日 0 7 20 30 40 60 75 100日程度

カーフハッチ

ほ乳瓶

飲みたいときに飲めるように　水はぬるま湯
特に小さな牛も飲みやすいように補助水槽（バケツ）を設置

食べたいときに食べられるように飽食
（前半はモーレット、後半はモーレットと粗飼料をバランスよく）

管理場所

代用乳の給与方法

代用乳の給与量※

水

モーレット
チモシー

体重測定
牛体の消毒

体重測定
牛体の消毒

ワクチン接種
（5種混）

ワクチン接種
（5種混）

ワクチン接種
（マンヘミア）

9・14・19時 4・9・14・19時

ネッカミルク ミルダッシュ

離乳

お湯2ℓ4回に分けて135g/ℓ×3回
135g/ℓ
×4回 135g/ℓ×4回

203g/1.5ℓ
×4回

群管理（1群最大20頭程度）

自動ほ乳機

導入 出 荷
分娩後1週間～10日の子牛

繁殖農家から

繁殖農家へ

ほ乳時間
給与する代用乳

※牛の発育をよくするため、給与量を少し多くしている

金賞 鹿児島 （有）上久保畜産 28 百合茂 平茂勝 神高福 763 504.4 A5 8,000 69 8.6 75.7 12
銀賞1 佐賀 市丸千代子 28 平茂晴 牛若丸 平茂勝 817 530.5 A5 6,000 69 8.2 74.7 12
銀賞 大分 狩生正治 28 藤平茂 寿恵福 谷福土井 802 530.5 A5 5,000 69 8.6 75.6 11
銀賞 鹿児島 中山正美 29 安糸福 金　幸 平茂勝 716 465.1 A5 4,500 61 7.0 74.4 12
銅賞1 熊本 中林正 29 百合茂 安　平 平茂勝 721 466 A5 4,510 65 8.3 76 11
銅賞 鹿児島 宮之原義弘 29 勝忠平 安　平 安　平 769 485.9 A5 3,600 57 8 74.6 11
銅賞 鹿児島 福迫敬彦 28 岡茂福 茂美福 金　幸 803 528.6 A5 3,600 62 8 74.7 11
銅賞 佐賀 前田勇人 28 安茂勝 福　栄 平茂勝 726 471.4 A5 4,000 66 8.3 76 11
銅賞 宮崎 佐藤高也 27 福之国 安　平 日向国 748 480.1 A5 4,300 64 7.3 75.3 11

出荷月齢
血統

父 母の父 母の母の父
バラの厚さ
（㎝）

歩留基準
値（％）

BMS
N0.

枝肉重量
（kg）

生体重
（kg） 規格 枝肉単価

（円）
ロース芯面積
（㎠）賞 出品者名出品県

導入頭数 
うち出荷した頭数   
斃死率（％） 

導入　体重（kg）　　　日齢（日）

出荷　体重（kg）　　　日齢（日）
増体重（kg） 
日増体量（kg/日） 

導入月 2008年 2009年 計または
平均

去
勢

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
 8 14 10 6 8 10 10 3 9 13 13 3 107
 8 14 9 6 8 10 10 3 9 13 12 3 105
 0 0 10.0 0 0 0 0 0 0 0 7.7  0 1.5
 44.3 40.6 42.1 45.5 38.4 40.2 43 42.3 40.9 40.5 38.5 40.7 41.4
 8 8 9 10 8 8 9 10 9 8 10 10 9
 117.0 116.0  125.0 145.0 123.0 125.0 125.0 116.0 122.0 124.0 124.0 126.0 124.0 111.8～153.7
 108 111 113 117 112 114 113 106 111 111 117 115 112 120日
 72.7 75.4 82.9 99.5 84.6 84.8 82 73.7 81.1 83.5 85.5 85.3 82.6
 0.73 0.73  0.80 0.93 0.81 0.80 0.79 0.77 0.79 0.81 0.80 0.81 0.80

 去勢 107 105 1.9 41.4 9 124.0 112.0 111.8～153.7 82.6 0.80

 雌 76 74 2.6 38.5 9 115.1 115.0 90.7～136.0 76.6 0.72

合計 183 179 2.2 40.0 9 119.5 113.5 － 79.6 0.76

    3～4＊1

    　　　　 導入  　　　　　出荷  発育基準値＊2
性別 導入頭数 出荷頭数 斃死率（％） 

体重（㎏） 日齢（日） 体重（㎏） 日齢（日）
 120日齢時点 増体重（㎏） 日増体重（㎏／日）

        での体重（㎏）

和牛の発育値※
（参考値）

導入頭数 
うち出荷した頭数   
斃死率（％） 

導入　体重（kg）　　　日齢（日）

出荷　体重（kg）　　　日齢（日）
増体重（kg） 
日増体量（kg/日） 

雌

 8 9 3 6 3 12 2 6 9 11 2 5 76
 8 9 2 6 3 12 2 6 9 10 2 5 74
 0 0 33.3 0 0 0 0 0 0 9.1 0  0 3.5
 39.8 37.9 36.5 40.2 39 39.3 36 40 41.3 38.1 36 38 38.5
 8.1 7.8 9.5 8.5 6.3 9.2 12.5 8.5 9.4 9.7 8 9.4 9
 120 112 112 112 115 118 112 109 122 113 125 111 115.1 90.7～136.0
 114.4 113.6 113.6 113.3 121 114.5 109 104.5 112.2 115.5 126.5 118.8 115 120日
 80.2 74.1 75.5 71.8 76 78.7 76 69 80.7 74.9 89 73 76.6
 0.75 0.70 0.73 0.69 0.66 0.75 0.79 0.72 0.79 0.71 0.75 0.67 0.72

＊1 この地域における斃死率
＊2 日本飼養標準　肉用牛（2008年版より）

出荷時は
モーレットを
約3㎏摂取

この地域の斃死率は3〜4％。
このセンターは 2.2％と低い

発育は標準発育の範囲内であり、
順調な発育をしていることがうかがえる


